
共産
党提
出

意見
書が
採択

際
限
の
な
い
民
間
委
託
で
自
治
体
の
役
割
を
放
棄

子
ど
も
の
成
長
を
保
障
す
る
保
育
制
度
を

斉
藤
信
行
議
員
の
本
会
議
質
問

き
く
ち
幸
江
議
員
の
本
会
議
質
問政

府
が
来
年
４
月
か
ら
の

実
施
を
強
行
し
た
「
子
ど
も

子
育
て
支
援
新
制
度
」
は
、

保
育
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

待
機
児
解
消
に
つ
い
て
、
保

育
園
の
増
設
で
は
な
く
、
自

治
体
の
責
任
を
後
退
さ
せ
て

民
間
任
せ
に
す
る
な
ど
、
問

題
の
多
い
制
度
で
す
。

き
く
ち
議
員
は
、
江
東
区

が
つ
く
る
新
し
い
制
度
の
保

育
基
準
に
つ
い
て
、
施
設
面

積
基
準
や
保
育
士
配
置
基
準

は
引
き
下
げ
る
こ
と
な
く
改

善
す
る
こ
と
。
高
す
ぎ
る
保

育
料
は
引
き
下
げ
る
こ
と
。

保
育
に
混
乱
を
き
た
す
無
理

な
実
施
は
せ
ず
、
延
期
・
改

善
を
求
め
る
こ
と
、
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

区
は
「
現
在
の
水
準
を
維

持
、
継
続
す
べ
き
」
と
の
答

弁
で
す
が
、
「
国
の
政
省
令

を
元
に
検
討
す
る
」
と
も
し

て
お
り
保
育
環
境
を
守
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
見
守
り

支
援
拡
充
を

き
く
ち
議
員
は
、
高
齢
化

の
進
行
で
認
知
症
高
齢
者
も

増
加
す
る
中
、
区
の
見
守
り

施
策
の
後
退
は
問
題
と
指

摘
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

対
象
の
拡
大
、
災
害
協
力
隊

の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
見
守
り
活
動
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
見
守

り
専
門
の
相
談
室
の
各
地
域

へ
の
設
置
、
医
療
、
介
護
、

家
賃
な
ど
へ
の
経
済
的
支
援

の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

水
辺
と
緑
の
公
園
整
備
の

充
実
を

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、

区
議
団
が
行
っ
た
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
人
口
増

に
見
合
っ
た
公
園
の
計
画
的

な
整
備
、
小
名
木
川
遊
歩
道

に
ト
イ
レ
や
大
島
側
の
出
入

り
口
の
設
置
、
竪
川
公
園
の

維
持
管
理
の
拡
充
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

区
役
所
の
窓
口
業
務
ま
で

民
間
に
委
託
す
る
の
か

斉
藤
信
行
議
員
は
、
区
の

「
行
革
」
民
間
委
託
に
つ
い

て
質
問
。
区
は
、
こ
れ
ま
で

保
育
園
や
学
校
給
食
、
福
祉

会
館
、
児
童
館
な
ど
際
限
の

な
い
民
間
委
託
を
進
め
て
き

た
。
更
に
区
庁
舎
２
階
の
戸

籍
、
住
民
票
、
国
保
な
ど
窓

口
業
務
ま
で
民
間
に
委
託
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
窓
口
業
務

を
今
年
１
月
か
ら
民
間
会
社

に
委
託
し
た
結
果
、
違
法
な

偽
装
請
負
な
ど
で
法
務
局
が

立
ち
入
り
調
査
し
、
改
善
指

示
が
出
さ
れ
る
事
態
が
お
き

て
い
る
。
ま
た
戸
籍
や
住
民

票
な
ど
区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
漏
え
い
の
危
険
性
が
あ
る

と
、
区
民
か
ら
「
直
営
に
戻

せ
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
江
東
区
も
窓
口
業
務
を

委
託
し
よ
う
と
調
査
を
し
て

い
る
が
、
窓
口
業
務
は
民
間

に
委
託
す
る
な
と
求
め
ま
し

た
。
区
は
「
委
託
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
」
な
ど
と

答
弁
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
化
」
「
残

業
代
ゼ
ロ
」
に
反
対
を

斉
藤
議
員
は
、
労
働
法
改

悪
に
つ
い
て
、
「
残
業
代
ゼ

ロ
」
で
長
時
間
働
か
せ
、
過

労
死
し
て
も
「
自
己
責
任
」

と
な
る
法
改
悪
は
、
い
っ
そ

う
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
化
が
横

行
す
る
。
ま
た
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
で
「
生
涯
派
遣
」

で
働
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。

区
長
は
、
全
国
市
長
会
や
区

長
会
に
呼
び
か
け
反
対
す
べ

き
と
迫
り
ま
し
た
。
区
は
、

「
国
の
労
働
政
策
審
議
会
の

審
議
を
見
守
る
」
と
答
弁
。

教
育
の
政
治
的
中
立
性

が
保
て
る
の
か

教
育
問
題
で
は
、
教
育
委

員
会
改
変
に
よ
る
首
長
の
教

育
へ
の
関
与
と
権
限
強
化
に

よ
っ
て
教
育
の
政
治
的
中
立

性
や
自
主
性
が
失
わ
れ
る
と

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
教
科
書
選
定
で
、
右

派
勢
力
「
靖
国
派
」
の
圧
力

で
育
鵬
社
版
の
教
科
書
を
使

わ
せ
る
動
き
が
全
国
的
に
強

ま
っ
て
い
る
。
「
圧
力
に
左

右
さ
れ
る
な
」
と
た
だ
し
ま

し
た
。

ま
た
全
国
学
力
テ
ス
ト

は
、
「
学
校
の
序
列
化
や
過

度
な
競
争
」
に
な
る
。
テ
ス

ト
の
中
止
と
結
果
の
公
表
は

し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
教
委
は
、
「
学
校
名
を

明
ら
か
に
し
た
公
表
は
し
な

い
」
と
答
弁
。

「給付制奨学金制度に関する意見書」
「シルバーパスの料金設定に関する要望」

６
月
３０
日
の
本
会
議
で
、
「
給

付
制
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
意
見

書
」
（
共
産
提
案
）
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
意
見
書
は
、
「
国
会
と

政
府
に
対
し
、
国
際
人
権
規
約
を

守
り
、
教
育
の
無
償
化
に
向
っ
て

早
急
に
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
実

施
を
求
め
る
」
も
の
で
す
。

ま
た
、区
民
か
ら
の
陳
情
で
は
、

「
過
労
死
防
止
基
本
法
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
」が
可
決
。「
手
話
言
語
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
陳
情
」
は
、
本
会
議
の
傍
聴

に
駆
け
つ
け
た
多
く
の
聴
覚
障
が

い
者
が
見
守
る
中
で
可
決
さ
れ
、

国
へ
意
見
書
が
送
付
さ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
、「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
料

金
設
定
に
関
す
る
要
望
」
（
共
産

提
案
）
を
２３
区
議
長
会
へ
要
望
事

項
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
決

定
。
要
望
書
は
、「
所
得
１
２
５
万

円
を
超
え
る
と
一
律
２
万
５
１
０

円
の
負
担
と
な
る
た
め
、
『
３
千

円
・
５
千
円
券
を
』『
短
期
間
で

安
価
な
も
の
を
』
等
の
要
望
が
多

い
」と
し
て
、住
民
税
課
税
者
の
費

用
負
担
額
の
多
段
階
化
や
短
期
パ

ス
の
発
行
を
求
め
て
い
ま
す
。

２０１４年７月発行 （２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


